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令和　6　年　6　月　24　日

　佐賀県県民協働課長　様

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による

寄附金活用実績報告書

令和５年度において、当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活
用して別紙のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び
「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱第21条第１項の規定により提出します。

代表者職･氏名

佐賀県佐賀市水ヶ江3-10-23

特定非営利活動法人日本レスキュー協会

理事長　多田　修

団 体 名

住 所

電 話 番 号 0952-26-3988



様式第７号（第21条関係）別紙

１ ：

２ ：

３ 　（※事業計画書から転記）

４

５ ： （別記１）

６ ： （別記２）

７ ： （別記３）

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

佐賀県大町町の拠点「MORE　WAN」において訓練施設の整備を図り、災害救助犬やセラピードックの
育成に着手し、災害時におけるそれらの派遣体制を整える。佐賀県、九州圏域の被災時に佐賀県から
犬を派遣することが出来れば、素早く被災地に入ることが可能となり、行方不明者の発見可能性を高
めることが出来る。また拠点は緊急時にペットとの同行避難が可能な一次避難所となる。将来的には
平時には一般の方に向けて犬のしつけ教室やセラピードッグ育成教室を開くことを計画しており、近
隣住民・佐賀県民を中心としたペットを含めたクオリティオブライフの向上に寄与することが出来
る。

事 業 の 成 果

①県民の便益にどのようにつながったのか

佐賀県大町町の拠点「MORE　WAN」において訓練施設の整備を図ることができた。佐賀県、九州圏域
の被災時に佐賀県から犬を派遣するため、また緊急時にペットとの同行避難が可能な一次避難所を開
設するための整備について取り組んだ。令和５年７月に唐津市を中心として発生した大雨災害・土砂
災害においては、救助犬を用いた不明者捜索、被災ペットとその飼い主に対しての支援などを
MOREWANを拠点として実行することができた。大雨・台風災害による避難所開設も行い、ペット同行
避難所として近隣住民への対応を行った。

　年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名 特定非営利活動法人日本レスキュー協会

事 業 実 施 期 間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日

事 業 の 背 景

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）

災害時のペット同行避難について官民協働で避難所開設するモデルケースとなり、全国へ一般化して
いくための啓発、発信に取り組むことができた。令和５年度は県内外からの視察に加え、ペット同行
避難所の開設を目指す県外の自治体より依頼を受けて行政職員や住民向けの研修を行うなど、こちら
の取り組みが少しずつ広がっていることを感じた。

寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計

事業名
具体的な事業内容

①目的②対象者③実施内容
①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］

①災害救助犬事業

①佐賀県大町町にて災害救助犬を育成
し、九州圏域の災害時に佐賀から派遣す
る仕組みを作る。その為には拠点に訓練
設備の設置が必須
②九州圏域の被災地、被災者
③訓練設備の設置、整備の進行

①2023年4月～2024
年3月
②佐賀県大町町

85,000,000 12,000,000

②セラピードッグ
事業

①佐賀県大町町にてセラピードッグ育成
教室などを実施し、九州圏域の災害時に
佐賀から派遣する仕組みを作る。すぐの
要望があれば本部より派遣対応する。
②大町町を中心とした近隣市町住民等③
セラピードッグの啓発やふれあい等

①2023年4月～2024
年3月
②佐賀県大町町

3,500,000 1,500,000

③動物福祉事業

①佐賀県大町町にて同行避難の訓練の実
施や、ペットの指定避難場所の指示など
行動指針の啓発活動。既存団体のサポー
ト中心。
②大町町民、近隣市町住民、行政職員等
③②との避難訓練、啓発のための講座の
開催等

①2023年4月～2024
年3月
②佐賀県大町町、
近隣市町

4,000,000 2,500,000

(GCF)
発災時、迅速に支
援に繋がる体制づ
くりを構築した
い！

①ペット避難所開設のための体制作り
②ペット連れの被災者に対するペット支
援の体制作り
③R5年夏発災の大雨・台風災害における
ペット同行所の開設・受入、④主に唐津
地区における被災ペット支援

①2023年4月～2024
年3月
②佐賀県大町町、
唐津市、佐賀市

1,325,015 1,000,000

94,690,115 17,865,100

(GCF)
発災時、迅速に支
援に繋がる体制作
りを構築したい！

①ペット避難所開設のための体制作り
②ペット連れの被災者に対するペット支
援の体制作り
③R5年夏発災の大雨・台風災害における
ペット同行所の開設・受入、④主に唐津
地区における被災ペット支援

①2023年4月～2024
年3月
②佐賀県大町町、
唐津市、佐賀市

865,100 865,100



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計

事業名
具体的な事業内容

（予定）
①目的②対象者③実施内容

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］

①災害救助犬事業

①佐賀県大町町にて災害救助犬を育成
し、九州圏域の災害時に佐賀から派遣す
る仕組みを作る。その為には拠点に訓練
設備の設置が必須
②九州圏域の被災地、被災者
③訓練設備の設置、整備の進行

①2024年4月～2025
年3月
②佐賀県大町町

35,000,000 818,993

②セラピードッグ
事業

①佐賀県大町町にてセラピードッグ育成
教室などを実施し、九州圏域の災害時に
佐賀から派遣する仕組みを作る。すぐの
要望があれば本部より派遣対応する。
②大町町を中心とした近隣市町住民等③
セラピードッグの啓発やふれあい等を実
施

①2024年4月～2025
年3月
②佐賀県大町町

3,000,000 200,000

③動物福祉事業

①佐賀県大町町にて同行避難の訓練の実
施や、ペットの指定避難場所の指示など
行動指針の啓発活動。既存団体のサポー
ト中心。
②大町町民、近隣市町住民、県内の動物
愛護団体
③避難訓練の実施、動物イベントの開催
で啓発活動

①2024年4月～2025
年3月
②佐賀県大町町、
近隣市町

3,000,000 500,000

41,000,000 1,518,993



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

https://www.japan-rescue.com/

27,366,687

（内訳）

20,053,506

19,585,338

468,168

7,313,181

0

114,580

297,354

1,518,993

25,847,694

（内訳）

17,865,100

7,982,594

7,570,660

http://localhost/

